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Clashing Models: Ritual Unity vs Religious Diversity 
衝突する概念モデル―儀礼的統一 vs 宗教的多様性 
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令（1899 年）、専門学校令（1903 年）、大学令（1918 年）、教育勅語、上智大生靖国神
社参拝拒否事件（1932年）、御真影、国民精神総動員運動】 
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Ernils LARSSON 
Jinja Honchō and the Politics of Constitutional Reform in Japan 
神社本庁と憲法改正を目指す政治 
 
2016 年 1 月初め以来、神社本庁は、日本会議の唱導する憲法改正に対する国民の支持を
取りつけるキャンペーンに参加した。本論は、戦後の政教分離に関連する最高裁の判例を
分析しながら、この神社本庁の憲法改正運動への関与を理解しようとする試みである。こ
のキャンペーン期間のほとんどにおいて、憲法第 20 条と第 89 条の改正が主たる問題にな
ったことは一度もなかった。それは、神道は宗教とは《別のもの》であるというパラダイ
ムが、最高裁においてすでに優勢になっていたからである。しかし最高裁による、1997 年
の愛媛県玉串料訴訟の違憲判決と、それに続く 2010 年の砂川政教分離訴訟における、愛媛
県玉串料訴訟の判決の有効性を認めた上での違憲判決に見られる、それまでのパラダイムか
らの離反を受けて、国家と神道勢力との密接な関係を求める者たちは、新しい道筋を考えな
ければならなくなった。日本最大の保守系圧力団体の１つである日本会議の興隆が、最高裁
のこの方向転換と時期を同じくしているのは、その視点から見れば理解しやすくなる。もし
日本会議が、彼らのヴィジョンを盛り込んだ憲法草案を作成するようなことになれば、神
道はその他諸々の宗教とは異なる次元のものであるという考えが反映されるであろうと思
われる。 
 
【神道、日本の最高裁判所、日本会議、神社本庁、日本の世俗主義、自由民主党、憲法改正】 
